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【背景】自律的学習とは、自ら学習の意義や価値を見出し、学習の目的・目標

を設定でき、計画を遂行し、評価・判断して行動することである。学習者が自律

的学習の第一段階（意識化）から目標達成までの過程を自ら評価することは、学

習意欲及び自己効力感の向上に繋がると考える。我々はこれまで学習意欲及び学

習能力の向上を目指した Flipped peer learning（FPL）を実施してきた。そこで、

より効果的な FPL を検討するために、学習者に自律的学習過程を意識させるとと

もに、学習過程を評価させることを目的とした。 

【方法】7名の学習者が集まり、薬物治療学Ⅰに対して自律的学習過程を意識さ

せる FPL を行った。まず、自分の勉強方法を意識化し、目標設定及び学習計画を

立て(step①)、計画遂行(step②)、評価(step③)を 1 サイクルとし、これを 9 サ

イクル実施した。１及び 9 サイクル終了時に学習態度、学習能力、学習意欲に関

する意識調査（自由記述）を行い、自律的学習過程の step①～③での評価に関す

るインタビューは 9 サイクル終了時に行った。また、毎回学習後にチェックシー

トを用いて自らの目標を確認することによって目標の意識づけを行った。 

【結果・考察】意識調査結果から、授業の理解度や学習態度の向上がみられた。

また、インタビュー結果から、学習者は学習過程での問題点を発見し、その解決

法を検討するとともに、次に学習する際もこの学習方法を使ってみたいという前

向きな意見が得られた。このように、学習のプラス効果と自律的学習過程の評価

を意識づけることは、学習者の自己効力感を向上させる手段の一つとなり、より

効果的な FPL が期待できると考える。 

 


